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３ 要旨

ブルーベリー類にはインフルエンザウイルス吸着阻害活性があり、総ポリフェノール含量と高い相関がある。特にナツハゼ

の活性は高く、株が異なるインフルエンザウイルスに対しても吸着阻害活性を有し、加熱をしてもその効果は失われない。

(1) ブルーベリー類の３％果汁のインフルエンザウイルス吸着阻害活性を調べた結果、ナツハゼの活性が最も高く、ブ

ルーベリーではラビットアイ系やエリオットが高かった（図１）。

(2) ブルーベリー類のインフルエンザウイルス吸着阻害活性と総ポリフェノール含量には正の相関があり、活性を示す

成分はポリフェノールである可能性が示された（図２）。

(3) ４種のウイルス株を使ってナツハゼのインフルエンザウイルス吸着阻害活性を調べた結果、10％濃度では100％の

阻害活性を示したが、株によって活性が異なることが示された（図３）。

(4) 加工法によってナツハゼ果汁のインフルエンザウイルス吸着阻害活性は異なる（図４）が、ポリフェノール含量と同じ

傾向を示した（データ示さず）。また、130℃30分の加熱によっても活性が失われないことが明らかとなった（図４）。
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図１ ﾌﾞﾙｰﾍﾞﾘｰ類果汁(3%)のインフルエンザウイルス吸着阻害活性

図２ ﾌﾞﾙｰﾍﾞﾘｰ類のｲﾝﾌﾙ吸着阻害

活性とﾎﾟﾘﾌｪﾉｰﾙ含量の相関

図３ ﾅﾂﾊｾﾞのｲﾝﾌﾙ吸着阻害活性

（ｳｲﾙｽ株別）

図４ ﾅﾂﾊｾﾞのｲﾝﾌﾙ吸着阻害活性

（加工法別）とﾎﾟﾘﾌｪﾉｰﾙ量


